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活動報告

● 猪名川流域意見交換会
● 河川レンジャー交流会
● 第21回猪名川クリーン作戦
● 「第12弾 猪名川のい～な！」作品展

トピックス 伊丹の清酒 （原口河川レンジャー）
知られざる外来生物 ～国内外来生物～

（水谷河川レンジャー）

1
月
30
日
（火
）
大
阪
合
同
庁
舎
別
館

「河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
の
制
度
は
、
淀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
淀
川
・木
津
川
上
流
・琵
琶
湖
・猪
名
川
の
河

川
事
務
所
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
達
が
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
代
表
が
集
ま
っ
て
交

流
会
が
開
催
さ
れ
、
佐
藤
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
、
志
築
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
、

田
中
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
協
力
員
の
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
他
の
河
川

で
活
動
す
る
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
方
々
と
情
報
交
換
を
行
い
、
活
動

を
活
発
に
す
る
上
で
の
課
題
や
工
夫
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
介
し
て

交
流
を
図
り
ま
し
た
。

河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
交
流
会

猪
名
川
流
域
意
見
交
換
会

12
月
11
日
（月
）
猪
名
川
河
川
事
務
所

会
議
室

田
中
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
協
力
員
よ
り
一
言

猪
名
川
流
域
で
活
動
す
る
団
体
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

「猪
名
川
流
域
意
見
交
換
会
」を
行
い
ま
し
た
。
過
去
３
年
間
は
コ

ロ
ナ
禍
で
開
催
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
の
で
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
前
回
意
見
交
換
を
行
っ
た
猪
名
川
の
「え
え
と
こ
」を
受
け
、

志
築
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
進
行
で
、
猪
名
川
と
活
動
団
体
の
「あ
か
ん

と
こ
」を
参
加
者
で
探
り
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
「あ
か
ん
と
こ
」

と
し
て
、
ゴ
ミ
・外
来
種
問
題
、
各
団
体
に
お
い
て
は
人
材
不
足
等
が

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
こ
を
「え
え
と
こ
」に
変
え
る
た
め
に
は
、
「流

域
の
皆
さ
ん
に
実
情
を
知
っ
て
も
ら
い
、
改
善
の
取
組
に
参
加
し
て
も

ら
う
」こ
と
が
望
ま
し
い
、
と
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

田中河川レンジャー
協力員

活動報告

出前講座 防災訓練コンサート講演

猪
名
川
の
歴
史
紹
介

伊
丹
の
清
酒

原口河川レンジャー

参
考
文
献

『伊
丹
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ムW

eb

サ
イ
ト
』
伊
丹
酒
の
歴
史

『伊
丹
市
観
光
物
産
協
会W

eb

ペ
ー
ジ
』
散
策
す
る
（観
光
ス
ポ
ッ
ト
）>

酒
蔵
の
周
辺
の
項

伊
丹
市
指
定
文
化
財
「鴻
池
稲
荷

祠
碑
」
に
は
、
慶
長
５
年
（
１
６
０
０

年
。
関
ヶ
原
の
戦
い
が
あ
っ
た
頃
）
、

山
中
新
六
幸
元
が
こ
の
地
で
初
め
て

双
白
澄
酒
（
も
ろ
は
く
す
み
ざ
け
＝

清
酒
）
を
造
っ
た
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
伊
丹
市
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
「
清

酒
発
祥
の
地
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。

（※

清
酒
（日
本
酒
）発
祥
の
地
を
掲

げ
る
ま
ち
は
他
に
も
あ
り
ま
す
。
）

伊
丹
で
作
ら
れ
た
清
酒
は
猪
名
川
や
有
馬
街
道
を
使
っ
て
神
崎
を
経

由
し
て
大
坂
の
川
湊
に
運
ば
れ
、
そ
こ
か
ら
江
戸
へ
は
樽
廻
船
で
出
荷
さ

れ
ま
し
た
。
江
戸
で
は
伊
丹
の
お
酒
は
「丹
醸
」と
呼
ば
れ
、
大
変
人
気
を

博
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
正
徳
５
年
（１
７
１
５
年
）に
は
有
岡
城
の

城
下
町
を
中
心
に
72
軒
も
の
造
り
酒
屋
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
で
は
２
社
の
み
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
灘
や
北
海
道
、
伏
見
な
ど

に
移
転
等
し
製
造
を
続
け
て
い
る
酒
蔵
も
あ
る
よ
う
で
す
。
お
手
元
の
銘

柄
の
歴
史
を
調
べ
て
み
た
ら
伊
丹
発
祥
と
い
う
新
し
い
発
見
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

た
く
さ
ん
の
酒
樽
を
積
ん
だ
船
が
猪
名
川
を
下
っ
て
い
っ
た…

酒
樽
を

背
負
っ
た
馬
が
有
馬
街
道
を
歩
く…

そ
ん
な
光
景
を
思
い
描
き
な
が
ら
、

町
並
み
に
そ
の
風
景
を
探
し
て
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

←鴻池稲荷祠碑
（伊丹市鴻池）出典：国土地理院（地理院地図を加工して作成）

猪
名
川
↓

J
R

阪
急
電
車

駄
六
川
↓

鴻池稲荷祠碑 伊丹酒蔵通り

JR
伊丹駅

阪急
伊丹駅

伊丹市

川西市

意
見
交
換
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
わ
れ
、

各
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
も
活
発

に
交
流
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
河
川
レ

ン
ジ
ャ
ー
交
流
会
を
継
続

し
て
開
催
し
た
い
と
の
意

見
が
多
く
あ
り
、
活
動
を

活
発
化
す
る
キ
ッ
カ
ケ
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

志築河川レンジャー

志
築
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
よ
り
一
言

で
関
係
改
善
に
繋
が
る
な
ど
と
意
見
が
あ
り
、
今
後
は
流
域
の

各
団
体
が
協
力
し
楽
し
い
催
し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
に
つ
な
が
る
河
川
の
ゴ

ミ
問
題
や
外
来
種
に
よ
る
影
響
な
ど
の
共
有
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
河
川
敷
を
利
用
さ
れ
て
い
る
団
体
と

の
関
係
に
つ
い
て
、
各
団
体
の
活
動
を
周
知
す
る
こ
と

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
出
前
講
座
や
河
川
敷
で
の
体
験
活
動
（淀
川
）、

河
川
の
源
流
探
検
や
化
石
の
発
掘
体
験
（
木
津
川
上
流
）
、
Ｅ-

ボ
ー
ト
や
水
遊
び
・
魚
と
り
（
琵
琶
湖
）
な
ど
、
各
河
川
の
レ
ン

ジ
ャ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
あ
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
初
め
て
交
流
会
に
参
加
し
て
、

レ
ン
ジ
ャ
ー
の
方
の
活
動
に
対
す
る
に
情
熱
を

思
っ
て
い
た
以
上
に
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
た
内
容
を
、
私
の
今
後

の
活
動
の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



トピックス

猪
名
川
の
生
き
物
紹
介

知
ら
れ
ざ
る
外
来
生
物

～
国
内
外
来
生
物
～

活動報告

第
21
回

猪
名
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

佐
藤
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
よ
り
一
言

佐藤河川レンジャー

水谷河川レンジャー

2
月
17
日(

土
）
猪
名
川
河
川
敷
の
18
ヶ
所
で
開
催

「
第
12
弾

猪
名
川
の
い
～
な
！
」
作
品
展

【展
示
会
場
】

箕
面
市
立
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
メ
イ
プ
ル
ホ
ー
ル
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊
丹
、
キ
セ
ラ
川
西
プ
ラ
ザ
、

猪
名
川
町
中
央
公
民
館
、
庄
内
コ
ラ
ボ
セ
ン
タ
ー
「シ
ョ
コ
ラ
」

会
場
の
貸
与
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

11
月
下
旬
よ
り
約
1
ヵ
月
間
、
猪
名
川
流
域
の
会
場
に
て
、
「第
12
弾

猪
名
川
の

い
～
な
！

応
募
作
品
展
」を
開
催
し
ま
し
た
。
流
域
の
皆
様
よ
り
ご
応
募
い
た
だ
い

た
全
１
２
８
作
品
を
展
示
し
、
推
計
で
約
５
０
０
０
人
の
方
々
に
鑑
賞
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
12
月
6
日
に
は
、
入
賞
者
の
表
彰
式
を
イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊
丹
の
展
示

ギンブナ（兵庫県三田市産）

猪
名
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
流
域
の
活
動
団
体
や
企
業

が
連
携
し
た
「猪
名
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
実
行
委
員
会
」に

よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
猪
名
川
・藻
川
の
一
斉
清
掃

活
動
で
す
。
21
回
目
と
な
る
今
年
は
、
猪
名
川
の
上
流
か

ら
下
流
ま
で
の
18
ヶ
所
で
清
掃
が
行
わ
れ
、
計
42
団
体
が

参
加
し
ま
し
た
。
猪
名
川
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
も
各
地
点
の

清
掃
に
参
加
し
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
多
く
の
ゴ
ミ
を

回
収
し
ま
し
た
。

11
月
24
日(

金
）～
12
月
25
日
（月
）
猪
名
川
流
域
の
5
会
場
で
開
催

会
場
に
て
開
催
し
、
入
賞
者
の
う
ち
7
名
の
方
に
ご

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
品
展
に
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は
、
「猪
名

川
の
自
然
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
日
々

関
心
を
持
ち
、
自
然
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
思
い
を

表
現
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
」

「子
ど
も
た
ち
の
絵
画
は
各
々
個
性
が
あ
り
色
あ
い

も
よ
か
っ
た
」「写
真
は
猪
名
川
の
色
々
な
様
子
が
わ

か
り
ま
し
た
」等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

防
災
訓
練
コ
ン
サ
ー
ト
講
演

1
月
20
日(

土
）
あ
ま
し
ん
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・オ
ク
ト

尼
崎
市
文
化
振
興
財
団
の
主
催
で
開
催
さ

れ
た
『防
災
訓
練
バ
レ
エ
コ
ン
サ
ー
ト
』に
お
い
て
、

志
築
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
、
第
一
部
の
防
災
講

演
の
講
師
を
務
め
ま
し
た
。
「地
球
温
高
と
寒

波
」
と
題
し
て
、
地
球
温
暖
化
が
原
因
で
起
こ

る
風
水
害
・高
潮
・猛
暑
・干
ば
つ
・寒
波
な
ど

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
相
互
の
関
連
を
知
る
こ
と
で
、

地
球
温
暖
化
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
私
た
ち
の

日
常
生
活
を
振
り
返
る
こ
と
の
重
要
性
を
お

伝
え
し
ま
し
た
。
更
に
、
日
常
の
取
組
に
よ
り
、

風
水
害
等
の
自
然
災
害
の
抑
制
と
、
災
害
時

に
自
ら
を
守
り
被
害
を
最
小
限
に
止
め
る
こ
と

の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

一部リニューアル
しました！

猪名川河川事務所 工務課
池田市上池田2 丁目2 番39 号
TEL：072-751-1111（代表）

猪名川河川レンジャーに関するお問い合わせは、Web サイトまたは
メールアドレスをご利用いただくか、猪名川河川事務所 工務課まで
ご連絡下さい。Webサイト http://www.iranger.jp/

メールアドレス info@iranger.jp

https://www.facebook.com/InagawaRanger Webサイト facebook

facebookでは、猪名川河川レンジャーの活動内容のほか、猪名川で見つけた自然や文化などを紹介しています。

溜
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
体
力
の
あ
る
参
加
者
に
は
水
辺
の
安

全
な
範
囲
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い
た
だ
き
、
つ
い
で
に
川
の
様

子
も
見
て
、
ど
こ
ま
で
増
水
し
た
の
か
に
も
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

出前講座
第
２
部
の
バ
レ
エ
コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
に
は
、
「も
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で

公
演
中
に
巨
大
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
！
」
を
想
定
し
、
身
を
守
る
行
動
と
速

や
か
な
避
難
を
実
体
験
す
る
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

志
築
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー

よ
り
一
言志築河川レンジャー

地
球
沸
騰
化
に
よ
り
エ
ル

ニ
ー
ニ
ョ
現
象
が
続
い
て
日

本
は
暖
冬
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
北
極
海
の
暖
穴
海

水
温
度
が
高
い
の
で
北
極
温

暖
化
の
影
響
で
日
本
へ
強
烈

な
寒
波
を
到
来
さ
せ
、
大
雪

警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
温
暖
化
の
影
響
で
、

各
地
の
ダ
ム
や
琵
琶
湖
の
水

位
低
下
が
起
こ
り
水
不
足
に

な
る
の
で
は

と
心
配
し

て
い
ま
す
。

外
来
生
物
と
聞
く
と
、
海
外
か
ら
導
入
さ
れ
た
生
物
（国
外
外
来
生
物
）を
連
想

す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
猪
名
川
流
域
で
は
、
外
来
魚
オ
オ
ク
チ
バ
ス
や
外
来

植
物
ア
レ
チ
ウ
リ
な
ど
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
国
内
の
移
動
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
あ
る
地
域
へ他
の
地
域

か
ら
導
入
さ
れ
る
生
物
は
外
来
生
物
と
し
て
扱
わ
れ
、
国
内
外
来
生

物
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
琵
琶
湖
原
産
の
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
（別
名
ヘ
ラ

ブ
ナ
）は
猪
名
川
下
流
域
か
ら
一
庫
ダ
ム
ま
で
分
布
し
て
い
ま
す
が
、

猪
名
川
に
生
息
す
る
本
種
は
自
然
分
布
域
外
で
あ
る
た
め
国
内
外

来
生
物
で
す
。
ま
た
、
ギ
ン
ブ
ナ
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
広
く
分
布

す
る
種
は
、
在
来
由
来
か
、
人
為
的
に
導
入
さ
れ
た
外
来
由
来
な
の

か
は
、
外
見
上
で
は
区
別
が
で
き
ま
せ
ん
。
写
真
は
兵
庫
県
三
田
市

で
採
集
さ
れ
た
ギ
ン
ブ
ナ
で
す
。
も
し
、
九
州
地
方
で
採
集
さ
れ
た
も

の
、
と
言
わ
れ
た
と
し
て
も
外
見
上
で
は
否
定
で
き
な
い
の
で
す
。

国
内
外
来
生
物
は
、
国
外
外
来
生
物
と
同
様
に
、
も
と
か
ら
そ
の

地
域
に
あ
る
生
態
系
に
影
響
を
与
え
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
猪
名
川

の
生
物
多
様
性
を
維
持
・保
全
し
て
い
く
た
め
に
も
、
国
内
外
来
生

物
を
正
し
く
認
知
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

堤
防
か
ら
、
遊
歩
道
か
ら
、
拾
っ
て
も
拾
っ

て
も
ぽ
い
捨
て
後
た
た
ず
。
空
き
缶
の
ぽ
い

捨
て
に
は
い
つ
も
腹
立
た
し
い
思
い
で
す
。

ま
た
、
増
水
時
に
流
れ
つ
い
た
ゴ
ミ
も


